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『音で心が楽になる』　

音楽や表現活動を通した
原体験の創出
自立・就労支援事業

①



②



引きこもり当事者であった
経験をもとに…

利用できる人が
心から幸せと感じられる
場所を作りたい

③



なぜ、この事業に取り組みたいか

既存の支援制度、施設に疑問を持つように…

福祉のしごとをしてジレンマを感じたから

支援がうまくいかない
そもそも支援をうけていない人がいる

④



当時は、人と繋がりたかった
社会の役に立ちたかった

しごと　とは別の音楽表現で
その機会が得られた

だから乗り越えられた

わたしは何で元気になったのか考えた

⑤



そもそも、当事者のニーズは複雑・・・

【環境】

さびしさ

不安・辛さ

個々の特性

スキル

不充足感

無価値感

金銭的事情

家族

【能力】

【存在意義】 【感情】

色んな生きづらさ
の要因がある

どれも支える必要が…

⑥



課題①

色々な「生きづらさ」を支えるよう、
既存の制度は作られていない

こうして、当事者がある制度で我慢する・サービスを
使えず取りこぼされてしまう…

ほかの就労支援は作業（しごと）をする機能が中心

⑦



課題②

人口流出で地域コミュニティの
希薄化や閉鎖性がある

住民同士のつながりを維持することが困難

社会的マイノリティを持つ住民は、複雑さから
より地域でより孤独を抱えやすい可能性が高い。

秋田県では…

⑧



事業の対象者

①既存の福祉制度の活用に至っていない
　社会的マイノリティを抱える若者
　(引きこもり・精神障がい・生活困窮・LGBT等) 

②既存の福祉制度を利用しているが合わないと
　感じている当事者

③生きがいを求め、活動したい希望がある当事者

⑨



原体験を提供し　生きがい作りで
生活やしごとを支える
B型事業所　をつくります

①生活を支える
音楽

訪問支援

②しごとを支える
便利屋さん 

ユニバーサル就労

⑩



顧客

当事業

協力機関

プロダクトにおける事業モデル

⑪



サービス利用プログラム例

⑫



ソリューションとプロダクトによって生まれる価値

当事業で、当事者が既存の支援制度では得難い

他者と感動を分かちあい地域と繋がることができる

秋田県内の社会的孤独・孤立が解消され、

地域のインクルージョン推進を図る

⑬



ハローワーク

障がい者・就業生活

支援センター

地域企業

就労訓練

よろず便利屋

ユニバーサル就労

施設A

就労に繋げる仕組み

就労訓練

生産活動

ハローワーク

障がい者・就業生活

支援センター

就職

就職

中間的就労

～就労支援～ ～連携先～ ～アウトプット～

　当事業は、ユニバーサル就労の仕組みを＋して、
地域企業と連携し、中間的就労を可能としている

わたしたち

⑭



競合と差別化①　ポジショニングマップ

⑮



就職スキル
獲得

　　　一般就労　　　仕事の継続
　　　　　安定

原
体
験

原
体
験

自
己

実
現

自
己

実
現

エン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト

エン
ゲー

ジ
メ
ン
ト

〈当事業所〉〈既存の事業所〉

　　　就労訓練

競合と差別化②　サイクルの比較

　　　就職スキル
獲得

　　　一般就労　　　仕事が不安定

　　　就労訓練

音
楽
音
楽

柔軟な就労プログラムと原体験（生きがい）の両輪
就職に特化しているが…充足感は少ない

　　　便利屋さん
ユニバーサル就労

⑯



①既存の事業所では 注目されていない

『原体験（生きがい）』

を作り出すことができる 今までになかった施設

②柔軟な就労プログラムも実践し、就職を目指せる

　

競合と差別化③　まとめ

当事者が本当に幸せになれる施設である

⑰



ステートメント・メッセージ

いまの私（わたし）　だから　この事業ができる

当事者だったからこそ。

私自身が、音楽の体験を通して感動したり、

他者とかけがえのない

時間を共有したことで、自立に向かう勇気や心が育っていった。

原体験は、孤立をはねのけ人生を生き抜く強みになる。

その事実を、この事業を通して多くの当事者へ伝えたい。

⑱


